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「
肛
門
」
と
は
ど
こ
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
に
は
主
に
ふ
た
つ
の
定
義
が
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
「
解
剖
学
的
肛
門
管
」、
も
う
ひ
と
つ
は

「
外
科
学
的
（
機
能
的
）
肛
門
管
」
で
す
。
前
者

は
肛
門
縁
（
毛
が
生
え
て
い
な
い
肛
門
周
囲
の

皮
膚
）
か
ら
歯
状
線
ま
で
、
後
者
は
内
肛
門
括

約
筋
に
よ
り
締
ま
り
が
あ
る
お
お
む
ね
４
cm
く

ら
い
を
指
し
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
の
図
を
参
照
）。

　

組
織
学
的
に
直
腸
の
上
皮
は
粘
膜
（
円
柱
上

皮
）、
肛
門
外
側
の
上
皮
は
皮
膚
（
扁
平
上
皮
）

な
の
で
す
が
、
胎
生
期
に
、
お
腹
側
か
ら
大
腸
が

だ
ん
だ
ん
肛
門
と
な
る
部
分
に
延
び
て
き
て
、
皮

膚
側
か
ら
も
窪
み
が
生
じ
て
、
上
か
ら
と
下
か
ら

の
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
部
分
が
歯
状
線
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
歯
状
線
を
境
目
と
し
て
口
側
の

粘
膜
は
大
腸
と
同
じ
神
経
系
（
自
律
神
経
）
な

の
で
痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん
が
、
肛
門
側
は
皮
膚

と
同
じ
神
経
系
（
体
性
神
経
）
な
の
で
痛
み
を

感
じ
ま
す
。
便
意
が
あ
る
と
、そ
れ
が
何
か
（
ガ

ス
な
の
か
、水
様
便
な
の
か
、硬
い
便
な
の
か
？
）

出
す
前
に
わ
か
り
ま
す
よ
ね
？
こ
れ
は
歯
状
線

付
近
に
多
く
の
知
覚
神
経
終
末
が
備
わ
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

一
方
、
歯
状
線
か
ら
１
cm
以
上
頭
側
、
直
腸

の
粘
膜
に
は
こ
の
よ
う
な
鋭
敏
な
知
覚
は
な
く
、

緊
満
感
し
か
感
じ
ま
せ
ん
。
直
腸
に
Ｓ
状
結
腸

の
内
容
物
が
下
り
る
↓
直
腸
内
圧
が
高
ま
る
↓

直
腸
の
外
側
に
付
着
し
て
い
る
筋
肉
の
圧
受
容

体
が
内
圧
上
昇
を
感
知
↓
直
腸
肛
門
反
射
が
起

き
、
内
括
約
筋
が
弛
緩
↓
腸
管
内
容
物
が
直
腸

下
部
へ
移
動
↓
歯
状
線
付
近
で
内
容
物
の
種
類

を
識
別
↓
排
便
・
排
ガ
ス
も
し
く
は
抑
制
（
我

慢
）、
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
こ
の
よ
う
に
直
腸

と
り
わ
け
肛
門
は
非
常
に
特
殊
な
生
理
的
機
能

を
有
す
る
重
要
な
部
分
で
す
。

　

腸
に
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
小
さ
な
潰
瘍
が
あ
っ

て
も
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
で
す
が
、
特
に
歯
状

線
付
近
は
非
常
に
敏
感
な
の
で
、
肛
門
管
に
少

し
の
切
れ
が
起
き
る
だ
け
で
も
（
裂
肛
）
排
便

時
に
鋭
い
痛
み
を
生
じ
、
ま
し
て
潰
瘍
（
裂
肛

が
慢
性
化
し
て
幅
広
く
深
く
え
ぐ
れ
て
し
ま
っ

た
状
態
）
と
も
な
れ
ば
四
六
時
中
痛
み
が
続
き
、

日
常
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
肛
門

は
括
約
筋
に
よ
っ
て
閉
じ
て
い
ま
す
が
、
痛
み

肛
門
っ
て
何
？

ど
ん
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
？

三枝直人先生
（三枝クリニック副院長）

浜松医科大学卒業。米国Cleveland 
Clinic Florida（大腸肛門学）、松
田病院などを経て2002年より現職
（横山記念病院、増子記念病院兼
務）。

まず、日本酒もしくは白ワイ
ン120cc、みりん30cc、お酢
15ccを煮切ります。レトルト
のフカヒレスープ1パック（4
人分／約300円）に水1.2ℓを
加え、鶏がらスープかチキンコ
ンソメ、だし醤油少々を加え、
白ごま油を5滴加えます。海老

ワンタンなど具材はお好みで、シメはご飯か麺を入れて薬味
やポン酢でいただきましょう。

り
き
ゅ
う
こ
う
じ
ゅ
う

”お
し
り
の
専
門
家
〞
三
枝
直
人
先
生
が
「
Ｉ
Ｂ
Ｄ
と
お
し
り
」
に

ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
読
者
に
お
届
け
す
る
新
企
画
で
す
。

が
続
く
と
内
括
約
筋
が
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
す
た

め
狭
く
な
り
肛
門
が
開
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

便
を
出
す
の
も
冷
や
汗
タ
ラ
タ
ラ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
た
び
肛
門
病
変
が
発
生

す
る
と
苦
痛
を
伴
い
や
す
い
の
で
、
患
者
さ
ん

の
お
し
り
の
中
を
よ
く
見
よ
う
と
思
っ
た
ら
、

肛
門
部
に
麻
酔
を
か
け
な
い
こ

と
に
は
ち
ゃ
ん
と
見
ら
れ
な
い

わ
け
で
す
。

　

な
お
、
肛
門
括
約
筋
に
は
、

内
肛
門
括
約
筋
と
外
肛
門
括
約

筋
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
前

者
は
直
腸
の
筋
肉
が
下
に
延
び

て
肥
大
し
た
平
滑
筋
な
の
で
、

心
筋
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
自
分

で
意
図
し
て
閉
め
た
り
開
い
た

り
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
後
者

は
手
足
の
筋
肉
と
同
じ
よ
う
に

横
紋
筋
な
の
で
、
意
図
的
に
開

け
閉
め
が
で
き
ま
す
。
横
紋
筋

は
す
ぐ
に
疲
れ
て
し
ま
う
の
で
、

持
続
的
な
便
の
保
持
・
禁
制

（continence

）
に
は
内
括
約
筋

料理が得意な直人先生が考案　コロナ時代に
自宅で簡単にできる「フカヒレ鍋（4人分）」

今月の
直人先生

りきゅうこうじゅう（裏急後重）：「しぶり腹」の類語COLON & RECTAL SURGERY（ 第5版 ）　
P.6, （ M.L.Corman著，Lippincott Willams & 
Wilkins, 2004年 ）を改変

が
非
常
に
重
要
で
す
。
で
す
か
ら
、特
に
ク
ロ
ー

ン
病
の
多
発
性
痔
ろ
う
な
ど
内
括
約
筋
を
巻
き

込
む
疾
病
の
手
術
を
行
う
場
合
は
、
括
約
筋
機

能
の
温
存
を
あ
る
程
度
考
慮
し
な
い
と
い
け
な

く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
ま
た

本
連
載
で
後
述
い
た
し
ま
す
。
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りきゅうこうじゅう

　潰瘍性大腸炎（UC）は、基本的に直腸から連続性に口側の大腸に炎症が
拡大します。すなわち未治療例のほとんどに直腸炎が多かれ少なかれ、あ
ります。UCの増悪期に患者さんを苦しめる最大の要因が、テネスムス症状、
すなわち便意をもよおしてトイレに行っても、ガスだけとか、ほんの少し
便や粘液が出るだけなのに頻回に便意をもよおす状態（しぶり腹）で、専
門用語では「裏急後重（りきゅうこうじゅう）」です。これは肛門に近い最
下部直腸の炎症により、歯状線付近の鋭敏な知覚神経が刺激されるため起
きるとされます。　　
　ですから患者さんのQOLを考えた場合、直腸の一番下に短く限局してい
る病変を侮ってはならず、炎症を抑えていくことが非常に重要です。個人
的には直腸（炎型）の定義（肛門縁から約15㎝）は長過ぎると思っており、
腹膜翻転部（肛門縁から約8cm）より口側（腹腔内直腸すなわちRaやRs）
に炎症があればまず坐剤は届かないので、そういう場合は「直腸S状結腸炎
型」と見做して私は治療します（欧州外科は直腸を腹膜翻転部以下の大腸
とみなしています）。
　なお、昔は「rectal sparing」といってクローン病（CD）では直腸は侵
されないと言われましたが、CDでも直腸炎は起きますし、特に大腸型では
内視鏡像が経過中にUC様に変化することがたまにありますので、テネスム
ス様症状が出た場合は、直腸の炎症や口側大腸の狭窄などを確認すること
が重要です。

ちょこっとコラム

ちょこっとQ&A
Q IBDでも便秘になるの？ なったらどうするの？
A UCでも直腸炎型で寛解期の特に女性では、便秘となる方が普通にみえます。病
変部全域の炎症を抑えることができた結果「元の便秘体質」に戻るのでしょう。こ
の場合は、妊娠に安全で腹痛を来しにくい非刺激性のマグネシウム製剤を中心に処
方します。
　CDで慢性便秘になることは完全寛解か軽症の方以外ではあまりないので、便が
出にくい場合は、直腸肛門付近の狭窄や、もし腹痛や腹満感を伴う場合は特に口側
腸管の狭窄を考えて精査しましょう。

おしりに関するあなたの疑問をお寄せ下さい（三枝直人）質問をお待ちしています


